
統計数理研究所の
取組について

平成26年5月27日

統計数理研究所長 樋口 知之

平成26（2014）年5月27日
文部科学省研究振興局
数学イノベーション委員会

―共同研究の立ち上げにかかわる
人材の育成を中心に－

設置目的・沿革・活動

沿 革

1944年：文部省直轄の研究所として設立

1985年：大学共同利用機関に改組転換

1988年：総合研究大学院大学創設

2004年：法人化，機構化

2009年：立川移転

2010年：極地研と事務統合 Akaike Guest House設立

情報・システム研究機構

1944 20041985

設立 大学共同利用機関 大学院

設置目的

○統計数理に関する総合研究

大学共同利用機関の三つのミッション

主 要 活 動

○ 研究活動
・我が国における統計数理の中核拠点
・先端的な研究を推進

○ 共同利用
・NOE形成事業
・多様な分野との公募型共同利用・共同研究
・スパコン（世界最大の共有メモリスパコン等），HPCIに参加

○ 人材養成
・統計思考力育成事業

・総研大における大学院教育（日本で唯一の統計学専攻組織）

2010

立川移転

事務統合

1988 2009

Akaike Guest 

House 設立
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平成24年4月1日改組
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統計思考院
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統計数理：事例２

未
適
用
・
未
利
用
分
野

異分野融合の要

横幹連関係学会

細分化された個別科学をつなぎ融合

電子情報通信，情報処理，制御，人工知能，シミュレーション，OR，応用数理，品質管理等

近未来
の問題
の解決

統計数理：事例１

2011/11/12
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統計思考力育成事業
―統計思考力の普及・教育の場の提供―

ー統計思考力を備えた人材育成による融合研究の推進を目指してー
対象 プログラム名称及び概要

（統計数理に興味のある)

一般の方
公開講演会
年１回（11月）

統計数理を

学びたい方
公開講座
年10回程度 有料

大学生・
大学院生の方

大学院連携制度

連携大学院において，統計数理に関する集中講義又は学生指導を行います。

特別共同利用研究員制度

他大学院学生の研究指導を行います。
夏期大学院
公開の講義を行います。年１回（夏）

公募型人材育成事業
「統計思考力」育成のため，特に人材育成に関係する研究集会等を公募します。
＊11月初旬に公募開始予定。公募対象は研究者の方です。 平成25年度は6件が採択

統計数理を必要とする

研究者の方

統計数理セミナー
統数研の教員による，統計数理の最新トピックのセミナーです。

毎週水曜日 予約不要

問題解決でお悩みの方

共同研究スタートアップ
統計数理に関わる問題について，統計専門家がその難易を見極め，解決に向けて助言を行います。
平成25年度の新規共同研究スタートアップ受付件数は41件

他機関若手

研究者の方

研究者交流促進プログラム

サバティカル制度等を利用して統数研で研究をする大学教員等に対する支援制度。＊情報・システム研究機構のプログラムです。

統計教育関連
統計教員研修
理数系教員の指導力向上のための研修等を開催しています。

統計数理教育活動
協力等

日本統計学会公式認定「統計検定」協力，
全国統計教育研究大会共催，

日本品質管理学会「科学技術教育フォーラム」共催 他

 インターネットなどの情報・通信技術や計測技術の発達に伴い，得られるデータはますます複雑化・大規模化し，データから帰納的に知識を抽出する
ことが社会のあらゆる分野で求められており，統計的思考法が強く求められている時代

 2011年度 それまでの活動を「統計思考力育成事業」として統合・拡大
 統計思考力育成事業の場としての「統計思考院」を設置

2014/5/15
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統計思考院
School of Statistical Thinking

● 統計数理研究所の今期の中期目標・中期計画にある「統計思考力を備えたT型人材育成による融合研究の推進」を実現するため，
新しい統計学の創成を目指す研究者や学生，固有分野の研究で統計学の必要性を感じた人，などさまざまな人が集い切磋琢磨
しながら「統計思考」の訓練や研究をする。いわば「道場」の気風を持つ場。

院長（兼） １名
副院長（兼） １名
教授（兼） ３名
准教授（兼） １名
特命教授 ３名
特任助教 ８名
他 外来研究員等
（※平成26年4月1日現在）

期待される効果・目的

1. 大規模データを活用したモデリングや研究コーディネーションなど大規模データ時代
に求められる統計思考ができる人材（Ｔ型人材，モデラー，研究コーディネータ）を共
同研究の現場で育成

2. 大学教員のサバティカル支援事業や統計数理の成果の公開普及活動の実施
3. 複雑・不確実な現象に挑戦する新しい研究分野の創成

構成員

2014/4/8

共同研究スタートアップコーナー

個別スペース オープンスペース

出勤退勤札会議スペースでのTV会議等

統計思考力育成事業
統計思考院が母体となって担当しているプログラム

一般の方 公開講演会

統計数理を学びたい方 公開講座

大学院・大学院生の方

大学院連携制度

特別共同利用研究員制度

夏期大学院 ＊後詳述

公募型人材育成事業 ＊後詳述

研究者の方 統計数理セミナー

研究者・その他の方 共同研究スタートアップ ＊後詳述

他機関若手研究者の方
研究者交流促進プログラム

＊後詳術

統計教育関連 統計教育研修

 統数研の教員による，統計数理の最新
トピックを取り上げるセミナー（毎週水曜
日に開催）

 研究者修業の一環として，発表者から
の事前ヒアリングを経て，統計思考院
在席特任助教が打合せ，司会を交代で
行う

2014/5/19
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 問題の適切な位置付けや，課題解決のための相談に対応する

 研究者，その他の方々で統計数理に関わる問題，データ解析・統計分析等でお悩みの方に統計専門家がその難易を見極め，解決に向けて助言を行う
プログラム

 相談の内容によって，共同研究へ発展する場合もあり
 また，On the Job Trainingとして，特任助教２名が特命教授（メンター）につき，ともに対応する

共同研究スタートアップ

※ 平成25年度の共同研究スタートアップ受付件数：41件

※ 統計思考院への直接の問い合わせ１４件
（内，共同研究スタートアップへの発展：１件）

共同研究成立 １件
共同利用登録 １件
共同研究予定 １件
新聞記事掲載 １件
委員等の委嘱 １件
学会・論文等発表 ４件

統計思考院特任助教による
“科学雑誌Newton「統計の威力」H25年12月号”
“Newton Mook「統計と確率：ケーススタディ30」”へ協力も

共同研究
ｽﾀｰﾄｱｯﾌﾟ申込み

【入口】

担当特命教授・特
任教員・所内教員

等との

【相談】

共同研究等
への発展

【結果】 共同研究 委員の
委嘱等

学会発表・
論文掲載

特許申請

秘密保持
契約締結

その他

受託研究，民間との共同研
究，寄附金，統数研公募型
共同利用，その他として

平成25年度内に
既に具体的な

成果が得られた
もの

2014/5/20
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No. 相談者種所属別 タイトル

1 学術機関 Q因子分析に基づく方法論
2 学術機関 位置天文解析におけるノイズ除去について

3 学術機関
タカラダニの生態研究における統計的検定の適用に
ついて

4 民間 建設機械稼働データの効率的統計分析法について

5 官公庁
農業用地下水利用量等の実態を把握するための標本
調査方法について

7 個人 質的変数間のグラフィカル因果分析手法について
8 民間 女性基礎体温と月経周期の関連に関する統計的推測
9 民間 公開疫学データからのリスク抽出
10 民間 データ同化の活用方法について
11 民間 重回帰分析について
12 民間 マクロ経済指標を使った重回帰分析による倒産予測
13 官公庁 ｔ検定について
14 民間 通販ショップの商品おすすめシステム

15 民間
非劣性試験について
臨床研究における非劣性検証および反応プロファイル
の分析について

16 民間
東京都市部における鳥類のハビタットモデルに関する
研究

17 官公庁
通常のたばこと低延焼性たばこの統計的比較につい
て

18 民間 生物資源保全のためのDNAフラグメント解析法の研究
19 官公庁 生物の毒性に関する統計的検定法について

20 民間
状態空間モデルによるマーケティングデータ解析につ
いて

21 民間 機器の損傷確率のパラメータの推定
22 民間 臨床的研究における多重比較法について
23 民間 損害保険業界における損害保険調査統計の策定
24 学術機関 大域的回帰曲線の推定法について

25 学術機関
水文量の非毎年確率に関する閾値の決定法と将来水
文量の簡易推定法

平成25（2013）年度
共同研究スタートアップ相談者種別及び受付タイトル一覧

No. 相談者種所属別 タイトル

26 民間
家屋による放射線低減率推定の統計的妥当性につい
て

27 官公庁 平均値の差を検定する式の再検討
28 官公庁 住宅用火災警報器の設置率調査方法について
29 個人 難病患者の状態要望を調査する方法について
30 民間 障害者に対する幸福度のデータ解析法について
31 民間 離婚裁判における養育費負担の査定法について
32 学術機関 赤外線パルスサーモグラフィ法におけるノイズの低減

34 民間
金融機関のオペレーショナルリスクにかかわる損失金
額分布法について

35 学術機関
大量漁獲データにもとづく漁業資源の時空間変動の推
定法

36 民間 インターネット広告の分析と運用の最適化について

37 官公庁
森林管理計画策定に係る世帯調査等（又は関連デー
タ収集）のための標本設計について

38 民間
中古車情報サイトにおける在庫予測及びレコメンデー
ション効果測定について

39 民間 環境時系列データの特徴の表現法について

40 官公庁
水道管の管路の信頼性・耐震性能・老朽度等評価の
ための統計的アプローチ

41 学術機関 人類学における統計的手法の応用

※ 41件受付のうち，2件は事情により不成立

学術機関からの相談 ：８件
官公庁からの相談 ：８件
民間企業等からの相談：21件
その他からの相談 ：２件
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民間との共同研究実績
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民間との共同研究件数・資金額の推移

件数 資金額 単位：千円単位：件

主な共同研究先（第二期以降）
 日本電信電話株式会社コミュニケーション科学基礎研究所
 東日本旅客鉄道株式会社JR東日本研究開発センター
 ニフティ株式会社
 トヨタ自動車株式会社
 株式会社日立製作所
 パナソニック株式会社
 日立建機株式会社 等
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公募型人材育成事業
 それまでの公募型共同利用としていた課題の中で、特に人材育成に関係するものを念頭に置いた公募型事業
 平成２４年度分から公募を開始
 「若手育成」「ワークショップ」の二つを設定

種別 平成２４年度採択名
参加
人数

ワークショップ 統計サマーセミナー2012（8/2-5） 67人

ワークショップ
神経科学と統計科学の対話3（2/18-
19）

16人

ワークショップ Biostatistics ネットワーク（8/8-9） 59人

ワークショップ
森林動態データに基づく森林生態モデ
リングと森林管理（3/18-19）

58人

種別 平成２５年度採択名
参加
人数

若手育成事業
Nonparametric Bayesian structured 
document representations

若手育成事業
高次元データにおけるロバストなスパー
ス推定

ワークショップ 統計サマーセミナー 54人

ワークショップ Biostatisticsネットワーク 54人

ワークショップ 神経科学と統計科学の対話 45人

ワークショップ

個体群生態学におけるマルコフ推移行列
と状態空間モデリングによる実データへ
の応用

55人

種別 平成２６年度採択名

若手育成事業
正則化法によるスパース推定法を用いた超
高次元データ解析

ワークショップ 統計サマーセミナー

ワークショップ 方向統計学と軌跡データ

ワークショップ
入門：感染症数理モデルによる流行データ
分析と問題解決

ワークショップ Biostatistics ネットワーク

ワークショップ ゲノム多様性データの統計解析

統計サマーセミナー2012
＠伊豆山研修センター

Biostatisticsネットワーク
＠統計数理研究所

2014/5/21
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【若手教員事業】

⇒少人数の若手研究者・学生等を２週間程度研究所に滞在させ，

育成するプログラム

夏期大学院
 統計数理研究所運営会議の外部委員や統計関連学会関係者からのご提案を受けて，平成18年（2007）度より全国の大学院生および学生のための夏

の学校を開催しているもの
 統計数理に係るテーマを一つ取り上げ，１～２日間の講義を開催してきた
 平成26（2014）年度は，公募型人材育成事業のワークショップとのコラボレーション企画として連続10日間のコースとして開催の予定（いわば，統計数理

ブートキャンプ）

年度 テーマ

2007 極値理論，情報量規準と統計的モデリング

2008 赤池情報量規準と統計的モデリング

2010 因果のメカニズムを解きほぐす
－－欠測、傾向スコア、そして統計的因果推論－－

2011 空間統計入門

2012 漸近論とその周辺

2013 情報幾何学＊2013年度はUstreamでも講義を配信

2014 感染症数理モデル短期入門コース（予定）

2014/5/19

 連続10日間（休日なし）のブートキャンプ
 本研究分野におけるオールジャパン一流の講師陣
 外国からの著名な講師も招へい

 実践プログラミングまでのスキル向上を目標とする
コース
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宿泊・滞在型ワークショップの開催

情報・システム研究機構 ―人材育成プログラム― 

“若手研究者クロストーク”
 機構の研究教育職員及び研究員
 融合研究プロジェクトの共同研究者（大学等）
 ４研究所で研究している大学院生
等を対象に毎年60人規模で，８月に１泊２日合宿開催

2014/5/20

情報・システム研究機構リサーチ・コモンズ事業の一環
“International Workshop on Spatial and Temporal Modeling 
from Statistical, Machine Learning and Engineering 
perspectives (STM2013)”を平成25（2013）年8月1日～

３日にかけ，統計数理研究所にて開催

13/25

研究者交流促進プログラム
 情報・システム研究機構の支援制度を利用したサバティカル制度等を利用して統数研で研究をする大学教員等向けのプログラム
 敷地内に併設されている“Akaike Guest House”により，遠方の研究機関からの長期滞在，内地留学も容易となっている

“Akaike Guest House”敷地内宿泊施設
元統計数理研究所長故赤池弘次先生の業績を讃え，今後の研究活動を見守って
いただきたいという願いから「Akaike Guest House」の名称がつけられた

“Akaike Guest House”は平成26（2014）年度内増築計画・着工の予定

2014/5/19

“Akaike Guest House”
稼働率⇒約80％
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共同利用・共同研究の俯瞰マップ

予算規模

参
加
者
人
数

２～３

１００

人

万
円

０

１０

１０ １００ ２０００

個人型
研究

統計数理
NOE事業

＊各NOE当たり

機構本部
ﾘｻｰﾁ･ｺﾓﾝｽﾞ

事業
＊各ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ当たり

公募型共同
研究（現在）
＊１件当たり

※予算無し

統計サマーセミナー
その他

公募型人材
育成事業
＊１件当たり

2014/5/21
15/25

公募型共同利用・共同研究

役割

●方法（を持った人）の提供
・数理的方法，モデリング，データ解析法等

●交流の場の提供
・豊富な人的ネットワーク
・知識交流のハブ

●研究環境・資源の提供
・計算機設備・ソフトウェア
・図書・学術雑誌

共同研究の特徴
・統計数理研究所との共同研究
・広範な領域の研究者との共同研究

次ページに詳述

・萌芽的な研究、新分野発掘の重視

社会科学
分野

情報科学
分野

統計数学
分野

環境科学
分野

生物科学
分野

物理科学
分野

統計
数理

科学的方法論の提供と異分野交流のハブ

2014/5/20

工学分野
人文社会
科学分野

その他
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A.時空間モデリンググループ

公募型共同利用の分野(横）・分類（縦）

B.複雑構造モデリンググループ

C.潜在構造モデリンググループ

D.データ設計グループ

E.計量科学グループ

F.構造探索グループ

G.統計基礎数理グループ

H.学習推論グループ

I.計算推論グループ

J.その他

１
．
統
計
数
学
分
野
（
統
計
学
の
数
学
的
理
論
、
最
適
化
な
ど
）

２
．
情
報
科
学
分
野
（統
計
学
に
お
け
る
計
算
機
の
利
用
、
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
な
ど
）

３
．
生
物
科
学
分
野
（
医
学
、
薬
学
、
疫
学
、
遺
伝
、
ゲ
ノ
ム
な
ど
）

４
．
物
理
科
学
分
野
（
宇
宙
、
惑
星
、
地
球
、
極
地
、
物
性
な
ど
）

５
．
工
学
分
野
（
機
械
、
電
気
・
電
子
、
制
御
、
化
学
、
建
築
な
ど
）

６
．
人
文
科
学
分
野
（哲
学
、
芸
術
、
心
理
、
教
育
、
歴
史
、
地
理
、
文
化
、
言
語
な
ど
）

７
．
社
会
科
学
分
野
（経
済
、
法
律
、
政
治
、
社
会
、
経
営
、
官
庁
統
計
、
人
口
な
ど
）

８
．
環
境
科
学
分
野
（
陸
域
、
水
域
な
ど
、
環
境
デ
ー
タ
を
取
り
扱
う
諸
領
域
）

９
．
そ
の
他
（
左
記
以
外
の
研
究
領
域
）

平成25年度実績 分類３～９
181件中１３７件（＝約75.7％） 17/25
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公募型共同利用・共同研究
共同研究採択件数

年度 件数 研究者数

H16 108 595

H17 124 652

H18 122 626

H19 120 663

H20 138 660

H21 154 736

H22 135 655

H23 173 777

H24 182 740

H25 181 865

区分 採択件数

共同利用登録 12

一般研究１ 25

一般研究２ 87

重点型 23

共同研究集会 18

計 165
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延人数 研究者数

2014/4/7

平成26年度採択件数内訳
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-5.3%

MGI（McKinsey Global Institute)リポートより

米国との差を縮めつつある中国

⇒日本のみ減少の一途

-10.4%

膨れ上がるデータサイエンティストへの期待

←米国において高
まる学生の統計学
への関心
（Wall Street 
Journal.）

←米国における
統計学の学士・
修士・博士号取
得者数の推移
(2003-2011) 
http://magazin
e.amstat.org/bl
og/2013/05/
01/stats-
degrees/

米国における統計学の推移

19/25

2014/5/20

文 部 科 学 省 研 究 振 興 局

－データサイエンティスト育成ネットワークの形成

http://datascientist.ism.ac.jp/

①ビッグデータ利活用イノベーション人材の認知度向上・
イメージⒸ日経就職 サクセス

1）ウェブサイト構築 2）パンフレット作成 3）シンポジウム・ワークショップの開催

②人材の

東京大学情報理工系の学生を統数研で訓練後、民間企業等へインターン。
人材ローテーションのパイロットから、データサイエンティストの流動性を促進するための提案等を行う。

③ の調査研究と共有

1）データ分析のベストプラクティス調査（ヒアリング等）
 対象は民間企業・研究機関、Kaggleに登録するデータサイエンティストを予定
2）統計検定受検者にアンケート調査
3）調査レポートの公刊

④ データサイエンティストの育成

大学・企業・行政機関等で利用できるプログラムを開発
＊統数研公開講座を発展させ，データサイエンティスト向けの教材へ

⑤ の検討

海外の事例を収集し，日本における取組の窓口となる
＊統計数理研究所の現在の海外機関との連携も最大限

に活用

＊海外の事例調査には，IBM社ユニバーシティ・リレー
ションズなどの協力を得る

平成25年度実績

＊インターン学生向けに、事前学習教材・イン
ターン中の参考資料として、統計数理研究所が
誇る専任教員らによるMOOCを制作した。

 MOOCを制作

 報告書を発行

＊ベストプラクティスの調査，データサイエンティス
ト育成クラッシュ・コースについての詳細を記載。
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「データサイエンティストの育成ネットワークの形成に
ご協力くださる企業，教育関係者，団体，個人の皆様を随時募集中

21/25
2014/5/20

統計数理研究所ＮＯＥ形成事業概念図
 リスク科学，次世代シミュレーション，調査科学，統計的機械学習，サービス科学の領域においてのＮＯＥ（Network Of Excellence）構築を通し，新しい

共同研究システムの確立を目指す
 現代社会の複雑な問題の解決には，大規模データの活用と融合研究の実現が不可欠
 大規模データの利用技術を確立しつつある統計数理が中心となる分野横断型のＮＯＥ構築が必要
 ５つのNOEを総合的に推進してシナジー効果を発揮

22/25
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⑤大阪大学
大学院

人間科学研究科

⑦東北大学大学院
生命科学研究科

⑨東北大学大学院
経済学研究科

⑧国立国語
研究所

⑥名古屋大学
太陽地球環境

研究所

④東北大学大学院
流体科学研究所

②理化学研究所次世代
計算科学研究開発

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ

⑩筑波大学ﾋﾞｼﾞﾈｽｻｲｴﾝｽ
系・大学院ﾋﾞｼﾞﾈｽ科学

研究科

①東京海洋
大学

NOE型協定締結１３機関

⑪東北大学大学院
情報科学研究科

⑬東京工業大学
社会理工学研究科

⑫東京大学大学院
理学系研究科

⑭東京工業大学
大学院総合

理工学研究科

⑮東京大学大学院
情報理工学系

研究科

統計数理研究所 国内協定締結機関等
技術研究交流協定締結１機関 大学院連携６機関

協定の目的等

① 船舶の適応制御の実用化

② 「京」のための生命科学データ同化システムの開発

③ リスク研究ネットワーク活動の促進

④ 流体力学分野におけるデータ同化の基礎／応用研究

⑤ 社会的格差問題に関する統計科学的調査研究の展開

⑥
次世代シミュレーション計算技術を用いた逆問題解析研究分野及び太陽地球環

境研究分野の発展

⑦ 生態科学・生命科学の数理・統計分野に関する研究教育

⑧ 言語に関する統計科学的調査研究プロジェクトの展開

⑨
サービス分野に関わる経済データの分析に基づく、より効率的な経済活動の達

成方法に関する研究

⑩
教育フィールド及びビジネス社会との密接な連携に基づく、ビジネス科学分野に

おける教育研究の発展

⑪ 複雑系統計科学の授業の担当

⑫ データサイエンスによる人材育成

⑬ 学生の研究指導

⑭ 研究教育並びに学術及び科学技術の発展

⑮
情報分野を基軸とする複合的専門力とデザイン力とリーダーシップにより社会変

革を先導するグローバル・ クリエイティブリーダーの育成＊

⑯ 学術及び科学技術発展の寄与及び研究交流の促進

⑰ 研究・教育における連携協力の推進

⑱ 学術教育および研究に関しての連携・協力 ＊

⑲ 研究協力と交流の促進

⑳
相互の研究交流等を促進し，学術および科学技術の発展と国民の健康・安全の

向上に寄与する

ＩＳＭ

2014/5/2

⑯東北大学
原子分子材料科学

高等研究機構（AIMR)

⑰青山学院大学

平成26（2014）年3月現在

⑱お茶の水
女子大学

⑲会津大学

③筑波大学大学院
ｼｽﾃﾑ情報工学

研究科
ﾘｽｸ工学専攻

⑳名古屋大学
大学院医学系

研究科

＊リーディング大学院に関連しての連携

23/25

リーディング大学院シンポジウム

 統計数理研究所は東京大学，名古屋大学，お茶の水大学の
リーディング大学院に参画

 リーディング大学院キックオフとして，平成26（2014）
年1月27日に一橋講堂にて４機関共催での「次世代リー
ディングシンポジウム」を開催

24/25
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統計数理研究所 海外協定締結機関等

①アメリカ合衆国；
センサス局

②オランダ；
数学センター財団

③大韓民国：ソウル大学
複雑系統計研究所

⑤台湾；中央研究
院統計科学研究所

⑦中国；中南大学

⑥ロシア；ステクロフ
数学研究所

⑧大韓民国：
Soongsil大学

②ﾉﾙｳｪｰ；ﾉﾙｳｪｰ産
業科学技術研究所
(ＳＩＮＴＥＦ)情報･ｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝ技術部
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ

⑪ブラジル；
ｻﾝﾊﾟｳﾛ大学

医学部

①ドイツ；ﾏｯｸｽﾌﾟﾗﾝｸ
生物学ｻｲﾊﾞﾈﾃｨｸｽ
研究所・実証的推論

研究系

⑩インド；インド
統計研究所

⑨イギリス；
Warwick大学

⑤ﾉﾙｳｪｰ；ﾉﾙｳｪｰ科学
技術大学(NTNU)
電気工学通信学部

④ドイツ；ﾍﾞﾙﾘﾝﾌﾝ
ﾎﾞﾙﾄ大学統計・計
量経済学研究所

③ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ；イン
フォコム研究所言語

科学技術部

④ｲｷﾞﾘｽ；ﾕﾆｳﾞｧｰｼﾃｨ･
ｶﾚｯｼﾞ･ﾛﾝﾄﾞﾝ計算

統計的機械学習ｾﾝﾀｰ

⑥チェコ；

プラハ・カレル大学
確率数理統計学科

⑦ドイツ；ｹﾞｵﾙｸ･ｱｳｸﾞｽﾄ
大学ｹﾞｯﾃｨﾝｹﾞﾝ，
環境情報・生物
統計・森林学部

ＩＳＭ

2014/5/7

NOE型協定締結機関 ８機関 一般協定 １２機関

⑧トヨタ工業大学
シカゴ校（TTIC）

平成26（2014）年3月現在

毎年ISM ‐ ISI – ISSAS
Joint Conferenceを開催

⑫大韓民国：
韓国統計学会
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